
中金堂院の歴史と空間利用

中金堂院の歴史 興福寺は、藤原鎌足の夫人鏡女王が夫の病平癒を祈願して建立した山階寺を起源と

する。672年の壬申の乱の後、者[が飛鳥に遷ると山階寺は厩坂に移されて「厩坂寺」と称された。平城

遷都により、厩坂寺も平城京に移 り「興福寺」と号された。興福寺は藤原氏の氏寺でありながら、藤

原京の弘福寺に代わって大安寺、薬師寺、元興寺とともに四大寺の 1つ にも数えられていた。

倉U建後、中金堂院は永承元年 (1046)の火災をはじめ、計 7度焼失の記録がある (永承元年 (1046)、

康平 3年 (1060)、 永長元年 (1096)、 治承 4年 (1180)、 建治 3年 (1277)、 嘉暦 2年 (1327)、 享保 2年

(1717))。 古代中世の中金堂院は焼失のたびに再建を重ねてきた。近世には宝永 4年 (1707)に 西回廊

が倒壊 し (『東大寺年中行事日記』)、 享保 2年 (1717)に 中金堂、回廊、中門を焼失する (『 興福寺伽藍

炎焼之記』)。 享保14年 (1729)に は再建事始が行われたが復興は進まなかった。文政 2年 (1819)に は

平面規模を縮小した金堂仮殿が建てられたものの、中門、回廊は再建されなかった。

回廊と「楽門」 興福寺の回廊建物は、絵図などの記録によれば、梁行 2間 で棟通りに連子窓をいれ

た壁が通り、その両側が吹き放しとなる複廊の構造であった。東西回廊の中程には「楽門」が開いて

いた。F肝要絵図類衆抄』(15世紀、興福寺蔵)や F興福寺建築諸図』 (17世紀頃、東京国立博物館蔵)

所収の回廊平面図には、東西回廊のほぼ中央に「カク門」「扉」の記載がみられる。「楽門」の屋根は、

絵画資料には回廊と一棟の構造に描かれることが多いが、『春日社寺曼茶羅』(大阪市立美術館蔵)で

は回廊よリー段高くなっている (第22図 3・ 4)。 東面回廊の桁行方向の柱間が「楽門」の南北で異な

っていたことは、『興福寺建築諸図』所収の回廊平面図に記された柱間寸法からうかがえる。
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第 2図 興福寺再建供養会 会場略図 (『 造興福寺記』『興福寺供養次第』をもとに作成)



法会にみる回廊と内庭都 中金堂院の回廊は、院内外を区画するだけではなく、内庭部から連続する

空間として金堂、中門などと一連に利用されてきた。ここでは中金堂院の再建供養や F興福寺年中行

事』に記された法会における回廊 と内庭部の利用を概観してみたい。

興福寺再建供養会については、永承 3年 (1048)の 供養を記 した『造興福寺記』と、建久 5年 (1194)

の供養を記した F興福寺供養次第』に詳しい。興福寺の再建供養会は、金堂だけではなく内庭部や回

廊 も利用する「庭儀」の法会であった。金堂の前には、法会進行の中心的な役割を担 う導師が座る

「高座」が置かれ、その南には「舞台」が設けられた。舞台には香炉などをのせる机や舞人の座があり、

僧侶が境内を巡る儀礼である「行道」の時の通路にもなった。内庭部は、儀式活動の中心の場となっ

ている (井上充夫 F日 本建築の空間』鹿島出版会、1969年 )。

この時、中門から中金堂につながる回廊は通路として利用されない。回廊には、法会に参加する衆

僧の座や、儀式の際に音楽を奏する楽所が置かれた。永承の供養会の時には、東西廊の連子などを取

り払い、衆僧たちの座る腰掛を置いている。中金堂院から僧房をめぐる行道のときにも、降雨の際に

行われる「雨儀」で回廊の基壇上を通路とする場合を除いては、基壇を降りて回廊の「初」に沿って

内庭部を行道している。

儀式の際に中金堂院内に入場する門は、参加者の身分や役割によって異なった。導師、呪願師、衆

僧、楽人、公卿など法会の参加者のほとんどは、中門から中金堂院に入場する。一方、式部省・弾正

台の官人や、堂童子をつとめる四位工位の官人は、東西廊に開く楽門から入場する。また、法会の行

道時には、衆僧たちが楽門の位置で基壇を昇降して東西廊の壇上の座と内庭部とを出入 りした。

『興福寺年中行事』に記された法会でも、中金堂院の利用を見ることができる。『興福寺年中行事』

は、鎌倉時代の興福寺の法会や行事を月ごとにまとめ

た記録である。中世興福寺における主要な法会は「十

二大会」と称されており、年中行事はこれら十二大会

を中心に構成されていたと考えられる (高 山有紀『中 :

世興福寺維摩会の研究』塙書房、1990年 )。 室町後期

の F尋尊御記』によれば十二大会のうち報恩会、常楽

会、法華会、仏生会、千部会が金堂で行われた。中で

も、常楽会の際には「中門行事」、「楽門行事」等の役

職が定められ、「左右楽門」で僧侶の集会が行われて

いる。法会を見物する寺僧達は、中金堂院への入場時

に中門を利用できなかったという (『細細要記抜書』)。

法会の時には、中金堂院の周辺や内庭部に嵯舎や桟

敷を仮設することもあった。享保14(1729)の 再建

事始では、内庭部に帳舎が設けられている (第 3図 )。

これらの施設は竹、縄、板などで造られていた (『養

和元年記』F興福寺年中行事』)。 1999年度の回廊東北

部の調査では、こうした仮設建物の痕跡を内庭部で検

出している (『概報Ⅱ』)。

第3図  『興福寺伽藍地曳之図』
(奈良県教育委員会 F重要文化財興福寺南円堂修理工事報告書』1996)


